
資料４ 

■行政提案型市民協働事業＜平成 29 年度テーマ＞ 

 テーマ（事業名） 現状と課題 市民団体との協働内容 協働により期待される効果 担当部署 

１ 

ラグビーワール

ドカップ 2019 に

向けた気運を醸

成するための取

組み 

 東京で開催されるラグビーワールドカップ 2019（以下「ＲＷＣ2019」

という。）に向けて、市内の気運醸成が求められている。 

市民団体等と行政が協働する等、地域が一体となって気運醸成の取組

みを推進していくことが課題である。 

次の事例にあげる事業を提案団体が企画運営し、市

は負担金を支出する。 

①ＲＷＣ2019 開幕１年前であることを踏まえた講

演会、観戦ツアー等の啓発事業 

②その他、気運醸成に係る事業 

（市の役割） 

・予算の確保 ・広報 ・準備及び運営の支援 

（提案者の役割） 

・実施主体として、事業の企画及び運営 

・市民（団体）が持つノウハウや人脈を活用

した創意工夫のある取組みが期待できる。 

・市民と行政が協働により実施することで、

大会に向けた地域の一体感を醸成することが

期待できる。 

・地域の人材育成やスポーツの振興等、レガ

シー創出が期待できる。 

企画財政部政策

室 オ リ ン ピ ッ

ク・パラリンピ

ック等推進担当 

２ 

東京 2020 オリン

ピック・パラリン

ピック競技大会

に向けた気運を

醸成するための

取組み 

東京で開催される東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会

（以下「東京 2020 大会」という。）に向けて、市内の気運醸成が求めら

れている。 

市民団体等と行政が協働する等、地域が一体となって気運醸成の取組

みを推進していくことが課題である。 

次の事例にあげる事業を提案団体が企画運営し、市

は負担金を支出する。 

①社会的課題である共生社会の推進を目的とした

障がい者スポーツの普及・振興事業 

②その他、気運醸成に係る事業 

（市の役割） 

・予算の確保 ・広報 ・準備及び運営の支援 

（提案者の役割） 

・実施主体として、事業の企画及び運営 

・市民（団体）が持つノウハウや人脈を活用

した創意工夫のある取組みが期待できる。 

・市民と行政が協働により実施することで、

大会に向けた地域の一体感を醸成することが

期待できる。 

・地域の人材育成やスポーツの振興等、レガ

シー創出が期待できる。 

企画財政部政策

室 オ リ ン ピ ッ

ク・パラリンピ

ック等推進担当 

３ 

メモリアル出生

届等の作成 

従来、戸籍届出は届書を提出してしまうと、届出人の手元には特に何

も残らないため、とても事務的なものとなっていた。しかしながら、近

年は戸籍届出を１つのイベントとして捉える市民も増え、届出を盛り上

げるため、独自の戸籍届書を製作、販売する民間業者も増えてきている。 

自治体においても、戸籍届出をシティセールスの絶好の場と捉え、オ

リジナル戸籍届書を製作し、地域活性化を図っている自治体が急増して

いる。 

そのような中、出生届出に関しては、「命名」は親から子どもへの一

番初めの、そして一番長く使用するプレゼントであるにもかかわらず、

婚姻届出に比べ、手続き上や法律的な制約も多いため、婚姻届出ほどは

こだわらない人が多いのが現状である。 

・狛江市で出生届を提出することが、思い出深く心に

残るよう、台紙などの作成を行う。 

・どのようなものであれば、記念になり親しみ深いも

のとなるのか、協働団体と企画する。 

・協働団体の活動のＰＲ等ができるような工夫を行

う。 

（市の役割） 

・予算の確保 

 ・法的制限や手続きに関する助言 

（提案者の役割） 

・取組みの企画 

 ・デザイン 

・親目線でのアイデアを市民団体から広く募

ることにより、自治体だけでは考えられない

発想を得ることができる。 

・狛江市に出生届を提出することに付加価値

が生まれる。 

・市民協働で出生届書を製作している自治体

はあまりないため、話題となり狛江市をアピ

ールすることができる。 

・この取組みをすることで、団体の名称や事

業を子育て世代に知ってもらい、団体が実施

する子育て支援事業への参加につなげていく

ことができる。 

市民生活部市民

課戸籍係 

４ 

まちをきれいに

するのはぼくた

ち わ た し た ち

だ！！スポーツ

ＧＯＭＩ拾い×

まちの環境美化

推進事業 

ごみ拾いに関する事業は、国体の気運醸成を目的として、平成 23・24・

25 年度に実施している。 

また、環境美化の観点から例年やっている多摩川・野川の清掃活動に

加え、平成 28 年度より、同日同時間にまち全体を清掃するクリーン大

作戦を実施している。 

 スポーツの観点と市内環境の美化から始まったが、スポーツ祭東京の

終了とともに実施されていない。このような環境美化に寄与する有効な

取り組みを継続する仕組みづくりが足りていない。 

スポーツＧＯＭＩ拾いを通じて、市内環境の美化と

市民スポーツの融合を図り、ボランティア要素の強い

「清掃活動」をスポーツとコラボさせることにより、

若者を中心とした「環境美化」意識の醸成を図る。 

（市の役割） 

・予算、会場の確保 ・広報 

・準備から当日の運営手伝い 

（提案者の役割） 

・参加賞/報償品の企画提案を含めた全体の企画 

・参加者の募集・調整等 

・市民目線で事業を企画することによって、

新たな発想や視点を盛り込んだイベントや取

組みを展開できる。 

・行政だけで実施するよりも市民と協働する

ことによって、自分たちのまちを自分たちで

きれいにするといった気運の醸成につなが

る。 

環境部環境政策

課環境係 

 

■今後の流れ 

 11/1～11/30 一般募集 

 12/7 または 12/8 に第５回審議会開催し、提案団体の審査 

 12/11～15 頃、市長へ答申 

 12/19 庁議にて協働団体の決定 


